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第１ 稲武地区のプロフィール 
 
１ 地 勢 

・地形は、木曽山脈に属する段戸山系の高い山々が南部に連なり、矢作川水系の名
倉川、黒田川、野入川、段戸川の諸河川はこれらの山々を源とし、北に向って流
れ、矢作川に注ぐ南高北低のやや菱形の形をしている。 

・主要道路は、東西に伸びる国道１５３号と南北に伸びる国道２５７号が中央部で
交差し、三河山間地における交通の要衝となっている。 

・標高は、北部の低地域で320ｍ、中央丘陵地域で500ｍ、周りは800～1,000ｍの
高い山々に囲まれている（最高地点は天狗棚の1,240ｍ）。 

・北は岐阜県恵那市（上矢作町、串原）と、東は長野県根羽村と接している。 
・総面積は98.63㎢、その87％が山林である。 

 
２ 気 候 

・2025年平均気温は12.6℃であり、豊田市中心部と比較して4℃程低く、各月の平
均気温を見ても岐阜県高山市に近い。 

・2025年の年間降水量は1,678ｍｍであり、市内でも降水量の多い地区である。 
 
３ 支所の位置等 

・豊田市稲武町竹ノ下１－１ 
・東経１３７度３１分   ・北緯 ３５度１３分   ・標高 ５０５．２ｍ 
・職員数 １４名（支所長、副支所長、地域振興担当８名、市民生活担当４名） 

 
４ 人口・世帯数 

人 口 
世帯数 

年齢階級別 面積 
（㎢） 

人口密度
（人／㎢） 計 男 女 ０～14歳 15～64歳 65歳以上 

1,865 921 944 928 120 731 1,014 98.63 19 

※令和８年４月１日現在。人口は外国人を含む総人口。 
 
５ 人口の推移                          単位：人 

年 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

人口 3,109 3,009 2,922 2,835 2,790 2,723 2,680 2,637 2,559 2,545 

年 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 

人口 2,461 2,393 2,312 2,255 2,205 2,165 2,085 2,013 1,966 1,865 

 ※各年４月１日現在。人口は外国人を含む総人口。住民基本台帳から転記 
 
６ 産業別従業者数                       単位：人・％ 

区分 農業 林業 漁業 一次計 鉱業 建設 製造 二次計 

人 148 12 2 162 2 122 178 302 

割合 12.6 1.0 0.2 13.8 0.2 10.4 15.1 25.7 

区分 電気ガス他 運輸・通信 卸小売 サービス 公務 三次計 その他 合計 

人 11 33 136 423 32 635 77 1176 

割合 0.9 2.8 11.6 36.0 2.7 54.0 6.5 100 

※令和２年国勢調査 
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第２ 稲武地区の特色 
 

１ 豊田スタジアム芝育成ほ場 

（１）経 過 

・豊田スタジアムのピッチは冬用芝と夏用芝を張り替え使用していたが、いず 

れの芝も宮崎県や宮城県等の遠隔地より購入していた。 

・冬用芝を夏季の間育成し、再利用できるほ場の適地が市内の稲武地区にあり、 

試行的に平成１７年６月から冬用芝の育成を行った。 

・芝育成が好調なことから、さらに約２ha のほ場を２か年（平成２０～２１年） 

かけて整備し、豊田スタジアム用芝を全面的に供給し地域の雇用の場となって

いる。近年では、稲武の芝が改良され、１年に 1 回の張り替えで通年で稲武の

芝が使用されている。 

 

（２）稲武ほ場概要 

・所在地        豊田市小田木町地内   ・土地所有者    小田木財産区 

・面 積        42,739㎡ 
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２ 帰農者滞在施設 
 

（１）目 的 

・都市と山村の交流促進及び遊休農地の有効利用による山村の活性化を図る。 

 

（２）施設の概要    

ア 所在地 

・夏焼みどりのふるさと村 

  豊田市夏焼町モチアケ１２３ 

・野入みどりのふるさと村 

  豊田市野入町向山１４ 

イ 建物の構造、延べ床面積 

・木造一部２階建  １２棟（夏焼町７棟、野入町５棟） 

・43.74㎡(１階29.16㎡、2階14.58㎡)×12棟≒525㎡ 

ウ 貸付農地 

・夏焼町７棟、野入町５棟の滞在施設に貸付 

農地（約１ａ／戸）を整備 

エ 総事業費等  

・総 額   139,249,950 円 

オ その他 

・国庫補助事業として整備を実施 

＊事業名  新山村振興等農林漁業特別対策事業（補助率  １／２以内） 

カ 供用・利用開始    平成１８年４月１日 

 

（３）利用者選考方法    

申込者から利用計画書の提出を求め、審査会により選考 

 

（４）使用料（年額） 

・夏焼みどりのふるさと村（７棟）   280,000円／棟(汚水処理費含む) 

・野入みどりのふるさと村（５棟）   270,000円／棟 

（ふるさと村の農地として１区画120㎡（一部100㎡）を年額1,200円（一部 

1,000円）で貸付） 

 

（５）利用期間 

４月１日～翌年３月３１日の１年間  ＊最長５年間の継続可 

 

（６）施設の利用状況（令和８年４月１日時点） 

利用棟数 １０棟 
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３ 稲武どんぐり工房 
 

（１）施設概要 

ア 所在地    豊田市武節町針原１５ 

イ 敷地面積   887㎡ 

ウ 延べ床面積  257㎡ 

エ 総事業費   95,008千円 

オ 稲武地区の大野瀬町に残っていた、明治１２年（1879年）建築の民家を移築

し、平成１７年４月２０日に開館。 

 

（２）目 的 

地域の活性化を目的に、郷土料理づくりなどの山里体験プログラムを通じ、都市

と山村の交流を促進する。 

 

（３）施設管理 

ア 指定管理者   いなぶ観光協会 

イ 委託費     10,237,450円（令和７年度協定額、消費税込み） 

ウ 体験プログラム 稲武の工芸、食、農業、自然、歴史を体験 

           ＊要望に応じたプログラムもコーディネート 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）入館者数                            単位：人 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

施設利用 1,311 2,199 3,703 2,606 2,024 4,236 8,654 

うち体験利用 836 890 1,528 1,607 896 1,154 1,269 

施設見学 3,028 2,914 5,766 4,494 3,669 7,192 10,367 

年度 H25 H26 Ｈ27 H28 H29 H30 R1 

施設利用 6,576 11,655 11,552 12,770 8,668 10,623 9,106 

うち体験利用 1,763 2,229 2,489 2,496 2,783 2,771 2,448 

施設見学 9,735 14,746 15,031 17,240 12,336 14,060 12,287 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7  

施設利用 8,538 13,063 13,667 12,434 12,615 12,208  

うち体験利用 1,358 1,755 2,662 2,848 2,666 2,215  

施設見学 8,538 11,308 11,005 9,586 9,949 9,993  

（体験プログラムの様子） 
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４ 面ノ木風力発電所 
 

（１）施設概要 

ア 所在地    豊田市稲武町井山１－９ 

イ 定格出力   1,800ｋＷ（600ｋＷ×３基） 

ウ 風車の直径  44ｍ 

エ 風車の高さ  68ｍ（羽根先端までの高さ） 

オ 発電開始風速 2.5ｍ／秒 

カ 定格出力風速 12.5ｍ／秒 

キ 風車機種   ドイツ・エネルコン社製 

ク 総事業費   579,215,701円 

ケ 売電開始   平成１７年２月１９日 

コ 売電契約終了 令和 ７年９月３０日 

サ 廃止日    令和 ８年３月３１日 

 

（２）稼動実績 

■事業収支（令和７年度末時点） 

①支出 ・建設費等支出額：351,476,001 円 

※総額 595,476,001 円から、補助金（NEDO 補助金 234,000 千円、県 

補助金 10，000 千円を差し引いた旧稲武町の支出額 

・事業費（保守点検・修繕費等）：407,973,152 円 

②収入 ・売電等（共済金支払含む。 ）：788,283,341 円 

■売電等実績（平成17 年２月～令和７年９月） 

年度 発電量(Kwh) 売電額(円) 年度 発電量(Kwh) 売電額(円) 

H17 2,368,499 27,384,887 H28 2,548,696 49,712,750 

H18 2,580,036 29,800,017 H29 2,417,576 47,141,022 

H19 2,589,214 29,884,973 H30 2,505,339 48,794,374 

H20 2,366,807 27,211,596 R1 2,201,855 43,350,863 

H21 2,281,111 26,277,662 R2 2,319,119 46,874,398 

H22 2,330,955 26,774,404 R3 2,396,299 48,081,620 

H23 2,540,520 29,200,821 R4 2,186,599 43,057,616 

H24 2,916,172 33,544,214 R5 2,183,105 43,240,172 

H25 2,352,015 44,535,700 R6 1,989,700 40,390,905 

H26 2,491,090 48,324,566 R7 514,875 10,451,962 

H27 1,644,858 32,041,695 合計 47,724,440 776,076,217 

※R7 は、5 月分まで 年平均 2,272,592 36,956,010 

 

 ■ＣＯ₂削減効果（平成 17 年２月～令和７年９月） 

約24,000tのＣＯ₂を削減 

※ 平成27年パリ協定締結時ＣＯ₂排出係数0.000509(t-CO/kWh)より算定 

面ノ木風力発電所 

（令和７年11月撮影） 
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施設内 賑わいの様子 

５ どんぐりの里いなぶ 
 

（１）道の駅 どんぐりの里いなぶ  

  ア 施設概要 

   （ア）所在地    豊田市武節町針原４－１ 

   （イ）駐車場    大型12台、普通車108台、障がい者用3台 

   （ウ）トイレ    男9器、女8器、障がい者用1器 

   （エ）付帯設備   情報端末やパンフレット等の情報コーナーを設置 

公衆電話1台、無料公衆無線LAN（Wi-Fi）スポット、 

授乳スペース、ＥＶ急速充電器１基を設置 

イベント広場「グリッピーのぼうし」 

   （オ）その他    農林水産物直売施設どんぐり横丁及び健康増進施設 

どんぐりの湯と併設 

  イ その他 

   ・平成27年1月に地域活性化の拠点となる重点「道の駅」に選定。 

   ・地域防災計画の「防災拠点」として防災トイレ、自家発電装置を整備。 
 
（２）農林水産物直売施設 どんぐり横丁 

  ア 施設概要 

   （ア）所在地    豊田市武節町針原６－１ 

   （イ）敷地面積   1,620.0㎡ 

   （ウ）延床面積   1,071.6㎡ 

   （エ）総事業費   402,586千円 

   （オ）供用開始   平成１１年３月３０日 

   （カ）増改築工事  88,095千円（平成１６年度） 

             450,087千円（令和３～４年度） 

イ 運 営 

（ア）指定管理者 （株）どんぐりの里いなぶ（平成１７年１月より） 

            平成２６年４月より利用料金制度の開始 

（イ）委託費    147,507,560円（令和７年度協定額、消費税込み） 

           健康増進施設どんぐりの湯と併せて管理を委託 

  ウ 利用実績                         単位：人 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

客数 460,236 456,571 491,982 511,886 454,795 456,896 469,565 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

客数 448,591 447,496 446,867 431,057 422,521 420,951 395,681 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7  

客数 291,495 222,175 337,124 369,744 402,585 377,968  

     ※令和３年４月12日から令和４年６月６日まで整備工事に伴い仮設店舗で営業 
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（３）健康増進施設 どんぐりの湯 

  ア 施設概要 

（ア）所在地    豊田市武節町針原２２－１ 

（イ）敷地面積   4,693.0㎡ 

（ウ）延べ床面積  2,691.7㎡（１階：1465.0㎡ ２階：1226.7㎡） 

（エ）浴槽面積   194.0㎡（１階：118.2㎡ ２階： 75.8㎡） 

（オ）泉  質   単純温泉（低張性弱アルカリ性低温泉） 

（カ）適応症    神経痛、筋肉痛、関節痛、運動麻痺、慢性消化器病、 

痔疾、冷え性、病後回復期、疲労回復、健康増進 

（キ）総事業費    1,641,997千円 

（ク）供用開始   平成１０年４月３日 

（リニューアルオープン平成２３年１０月１日） 

（ケ）リニューアル工事  548,492千円（平成２２年度～２３年度） 

（コ）長寿命化改修工事  250,778千円（令和４年度） 

イ 運 営 

（ア）指定管理者 （株）どんぐりの里いなぶ（平成１７年１月より） 

         平成２６年４月より利用料金制度の開始 

（イ）委託費   農林水産物直売施設どんぐり横丁と併せて管理を委託 

ウ 利用実績                         単位：人  

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

客数 148,201 135,817 137,297 129,032 83,928 95,863 171,721 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

客数 161,144 164,640 164,176 164,801 152,209 143,130 143,737 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7  

客数 95,723 105,047 89,218 140,548 137,626 118,291  

※平成２２年１２月１日から平成２３年９月３０日までリニューアル工事で休業有 
※令和２、３年度は新型コロナウイルスの影響で休業、営業時間短縮などの措置を取

った期間有 
※令和４年度は８月２８日から令和５年１月５日まで長寿命化改修工事のため休館 
※令和７年度は水質検査で基準値を超えるレジオネラ属菌が検出され、９月１日から

１０月２３日まで休館 

 

（施設内の様子） 
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６ 大井平公園「風のつり橋」 
 

（１）施設概要 

ア 構造    単径間無補剛吊橋 

イ 全長    Ｌ＝86.0ｍ（橋部53.0ｍ 木道33.0ｍ） 

ウ 有効幅員  Ｗ＝2.0ｍ 

エ 高さ    約 13.0ｍ（水面から床版まで） 

オ 塔柱    右岸側 Ｈ＝13.0ｍ 左岸側 Ｈ＝ 3.5ｍ 

カ 主索径   φ47.5ｍｍ 

キ 床版・欄干 木製（三河産杉使用） 

ク 事業費   109,873千円 

 

（２）経 過 

・「どんぐりの里整備計画」の一部として、平成１７年１月に整備計画を策定 

・平成１７年８月から設計、平成２０年１２月より工事に着工し、平成２２年１

０月完成 

・平成２２年１０月３１日に完成式（渡り初め）を開催、供用開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

橋全体の様子 

秋の紅葉の様子 
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７ 大井平公園「小水力発電施設」 
 

（１）ふるさと水と土とふれあい事業 ［地域の概要及び事業目的］ 

稲武町地内の用水施設を親水施設として整備し、併せて親水広場、遊歩道、小水

力発電施設の整備を行うことで、用水の持つ多面的機能の発揮、地域住民の憩い

の場及び都市住民との交流の場を創設し、さらに既存の観光施設を線で繋ぐこと

で地域全体の魅力を向上させ、都市との交流を促進させることにより地域の活性

化を図ることを目的に整備した。 

 

（２）施設概要 

 ア 所  在 豊田市稲武町地内 

 イ 事業内容 親水水路 ０．６㎞ １式、遊歩道 ０．８㎞、 

付帯施設（小水力発電施設含む） １式 

 ウ 事 業 費 256,000千円 

 エ 負担区分 工事費 ：国55.0％ 県22.5％ 市22.5％ 

        事務費 ：国50.0％ 県25.0％ 市25.0％ 

 オ 工  期 平成２３～２７年度 

        うち、小水力発電施設は平成２７年度に施工 

 カ 事業主体 愛知県 

 キ 管 理 者 豊田市 

ク 発電施設  

         

      

      

                 

 

          

※発電した電気は、本事業で整備した親水広場内の外灯、 

トイレの照明・暖房（冬季）に利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水車形式 胸掛式水車 

発電方式 永久磁石式発電機 

発電電力 最大６２０Ｗ 

使用水量 ０．１㎥/s 

有効落差 １．６ｍ 

発電施設全体の様子と水車のクローズアップ 
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８ 農林漁家高齢者センター（ハウスポニー） 
 

（１）施設概要 

ア 所 在 地  豊田市夏焼町ナカノ１３９－２ 

イ 延べ床面積  275.4㎡ 

ウ 総事業費  48,576千円 

エ 施 設  和室・創作室（研修、集会）、宿泊（５～３０人） 

ォ 付帯設備  東屋、石窯、バーベキューセット 

カ 建築年月日  平成２年２月２８日 

 

（２）目的 

高齢者の生きがいづくり及び住民福祉の向上を図ること。 

 

（３）施設管理 

ア 指定管理者  公益社団法人豊田市シルバー人材センター 

イ 委 託 費  4,819千円（令和７年度協定額、消費税込み） 

 

（４）利用実績                      （単位：人） 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

施設利用 3,526 2,061 3,188 2,998 2,781 1,131 1,561 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

施設利用 1,602 1,534 2,282 2,541 1,975 1,995 1,501 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7  

施設利用 253 521 1,007 1,210 1,098 1,405  

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症流行の影響で利用制限実施 

（令和２年４月１日(水)～９月３０日(木)） 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施設各所の写真） 
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９ 稲武地域会議 
 
（１） 役 割 

市の取り組みや地域の中での課題や気付いたこと等について、市長へ意見 

を出してもらうこと。（諮問答申・提言） 

 

（２）委 員 １３人 （令和８年４月１日現在） 

 

（３）会議開催（令和８年度予定） 

・地域会議   １２回開催を予定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和８年度 稲武地区 地域会議委員名簿 

    氏名   所    属    等 備  考 

1   青木 琢磨   株式会社どんぐりの里いなぶ 新任 

2   青木 浩一   稲武地区区長会 新任 

3   安藤 彰洋   NPO 稲武まちづくり協議会 （再任)【会長】 

4   安藤 彰浩   稲武地区コミュニティ会議 新任 

5   安藤 知史   いなぶ観光協会 新任 

6   今泉 喜規   稲武商工会 
 

7   岡田 成仁   稲武中学校ＰＴＡ 新任 

8   高崎 太一郎   NPO 稲武まちづくり協議会 【副会長】 

9   土本 隆雄   稲武商工会 
 

10   土山 富衣   稲武小学校ＰＴＡ 
 

11   深見 清佳   公募 新任 

12   福田 晴仁   豊田市社会福祉協議会稲武支所 新任 

13   三江 智実   公募 新任 

  

令和６年度 提言の様子 
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１０ 共働によるまちづくり 

 

（１） わくわく事業 

（令和７年度） ・申請件数       8件 うち交付決定8件 

          ・補助金交付確定額   5,257,000円 

（令和８年度） ・申請件数       9件 うち交付決定9件 

・補助金交付決定額   5,879,000円（令和8年4月1日） 

 

（２）地域課題解決事業 

・夏焼城ヶ山整備事業（遊歩道草刈）              

令和７年度 事業費   ４千円 

 令和８年度 事業予算１１４千円 

 

<参考>過年度の取組 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

・城山整備事業（支障木伐採、遊歩道整備、観光ＰＲ横断幕設置） 

令和７年度 事業費 ５，４１２千円 

令和８年度 事業予算９，６７７千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（城山神社からどんぐり方面） （城山遊歩道） 

登山ガイド作成 
(R1年作成) 

夏焼城ヶ山山頂の展望台 
（H30年建築） 

 

パノラマ看板設置 
(R1年設置) 
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・生活道路における支障木伐採事業 

（稲武地区内の市道・県道の支障木伐採予定） 

令和７年度 事業費  １０，４９８千円 

令和８年度 事業予算 １０，０００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域定住対策事業 

  （いいいなぶ移住応援隊による空き家見学ツアー、交流会等の実施） 

  令和７年度 事業費 １，４００千円 

  令和８年度 事業予算１，６００千円 

（ いいいなぶ移住応援隊活動の様子 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ Iターン者の話を聞く様子 ）      （ 空き家見学の様子 ） 

［パンフレット］ 

（ＰＲ横断幕の購入） 

［缶バッジ］ 

支障木伐採の様子 （施工前）  （施工後） 

［クリアファイル］ ［のぼり旗］ 
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・いなぶラボ推進事業 

（自主学習支援活動、生涯学習促進活動等の実施） 

令和７年度 事業費 ５，５１８千円 

令和８年度 事業予算５，５１８千円 

 

 

（ 自主学習支援活動 ）                    （ 星空観察の様子 ） 
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１１ コミュニティ会議 
 

（１）経 過 

地区区長会を中心に地区内関係団体・機関に構成委員を要請し、設立 

 

（２）設 立 

平成１８年４月３０日 

 

（３）部 会 

スポーツ健康部会･青少年育成部会･環境部会･福祉部会･文化部会 

 

（４）令和８年度の主な活動計画 

  

月  日 事   業 

４/ ９（木） スポーツ健康部会 

４/１５（水） 青少年育成部会、環境部会 

４/１６（木） 福祉部会、文化部会 

４/２２（水） 総務会 

６/ ４（木） 役員会 

６/１４（日） サンデーサロン 文化部会 

６/２０（土） 環境パトロール 環境部会 

６/２８（日） ソフトバレーボール大会 スポーツ健康部会 

７/ ４（土） 社会を明るくする運動（消防音楽隊） 青少年育成部会 

７/１８（土） 狂言の会 文化部会、青少年育成部会 

７/２３（木） ふくしの教室 認知症サポーター養成講座 福祉部会 

８/ ２（日） 稲武わんぱーく 青少年育成部会 

８/３０（日） モルック体験会 スポーツ健康部会 

９/２６（土） ドキュメンタリー映画上映会 福祉部会 

１０/２５（日） ふれあいまつり コミュニティ会議 

１１/２８（土） 私たちのお国じまん 文化部会 

１２/ ６（日） ふれあいボッチャ大会 スポーツ健康部会 

１/１０（日） 二十歳のつどい 二十歳のつどい実行委員会 

 ３/１１（木） 役員会 
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１２ 小中学校統合 
 

（１）稲武中学校（昭和２２年開校） 

・昭和３９年４月１日   押川分校統合 

・昭和４７年７月１日   大野瀬分校統合 

 

（２）稲武小学校（昭和５７年開校） 

・昭和５７年４月１日   稲橋小学校・同野入分校・押川小学校・黒田小学校の 

３校１分校を統合 

・昭和５９年４月１日   大野瀬小学校・小田木小学校の２校を統合 

 

（３）通学バス 

・統合の地元条件として通学バス運行があり、名鉄バス（路線バス）による対応

をした（全額補助）。以後、町営バス、市営基幹バス及び地域バスで対応。 

・対象地区は、大野瀬町・押山町・小田木町・川手町・黒田町・富永町・野入町。

ただし、黒田町・野入町（中当町）の中学生は、自転車通学としている。 

 

（４）参考 

ア 中学校生徒数推移                      単位：人 

年 S59 H2 H7 H12 H17 H22 H25 

生徒数 152 145 119 127 108 50 53 

年 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

生徒数 57 58 51 44 46 41    33  

年 R3 R4 R5 R6 R7 R8  

生徒数 30 37 35 33 30 29  

 

イ 小学校児童数推移                      単位：人 

年 S59 H2 H7 H12 H17 H22 H25 

児童数 286 275 268 211 134 107 97 

年 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

児童数 82 86 82 75 65 66   65   

年 R3 R4 R5 R6 R7 R8  

児童数 69 64 62 60 58 51  

 

ウ こども園園児数推移                    単位：人 

年 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

園児数 36 40 41 38 45 41 48 46 

年 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 

園児数 38  42 35 35 29 29 25 30 
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１３ 稲武地域バス（どんぐりバス） 
 

（１）運行の経緯 

・稲武町が年間4,200 千円を赤字補填していた名鉄バスの足助線、根羽線、押山

線の３路線が平成１１年９月３０日に廃止された。また、平成１１年３月３１

日に廃止された名鉄バス田口線は平成１１年４月１日より「設楽町営バス」と

して稲武町まで乗り入れて運行された。 

・平成１１年１０月１日に名鉄バスに代わって、通園・通学、通院、買い物など

欠かすことのできない交通手段として愛知県過疎バス路線維持費補助金を受

け「稲武町営バス」の運行を開始した。 

・運行方法は、経費を低く抑えられる自主運行（道路運送法第８０条許可）を選

択した。 

・運行路線は、国道１５３号・２５７号に合わせた名鉄バスの十字方向路線を引

き継ぐとともに、独自に足助病院まで乗り入れた。 

・平成１８年１０月１日稲武・足助線の朝の便が満杯のため１便を増便した。 

・平成１９年１１月１日基幹バスの運行開始に合わせ、どんぐりの湯前までの乗

り入れ、地域バスの再編を行い運行本数の増便をした。 

・平成２０年９月１日豊栄交通㈱を運行主体とする道路運送法第４条での運行を

開始。既存の根羽線、押山線に加えて、稲武地区の各集落を曜日ごとに運行す

る８路線（一部デマンド）を導入した。 

・平成２３年４月１日から各集落を曜日ごとに運行していた８路線中５路線を廃

止し、稲武全域（田津原町含む）で「おでかけ予約バス」の運行を開始した。 

・平成２８年４月１日から各集落を曜日ごとに運行していた３路線を廃止した。 

・平成３０年４月１日から道の駅どんぐりの里いなぶ「交通結節点」が利用開始。

計６路線（快速いなぶ、稲武足助線、押山線、根羽線、設楽町営バス、デマン

ドバス）が乗入れを開始した。 

・令和８年４月１日から根羽線・押山線の運行日を月曜日から金曜日までの週５

日間に変更した。また、おでかけ予約バスの運行日を月曜日から土曜日までの

週６日間に変更した。 

 

（２）運行状況 

ア 車 両     日野ポンチョ        34人乗り2台  

           ハイエース           10人乗り1台 

イ 運行本数 

・根 羽 線    稲武―上郷（４往復） 

         稲武―根羽（３往復） 

・押 山 線    稲武―押山（５往復） 

・稲武地区全域(旭地区田津原町含む)で、おでかけ予約バスを月曜日から土曜

日まで運行。 

ウ 料 金        乗車１回大人200円、小人100円 
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（３）利用実績                             単位：人 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

定時定路線 9,419 9,419 8,123 6,579 6,435 5,134 4,649 4,545 

週1・デマンド 2,034 2,628 2,631 3,170 3,139 2,581 2,672 2,520 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7   

定時定路線 3,930 3,820 4,503 4,039 4,365 4,707   

週1・デマンド 2,000 3,836 3,315 3,971 3,993 3,989   

※週１路線：平成２８年３月３１日をもって廃線 

 

稲武地域バス（どんぐりバス）路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

（デマンドバス バス停） 
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１４ 三市ふれあい協定 

 

（１）経緯 

・名古屋市が稲武町に開設（昭和４１年１０月）した名古屋市稲武野外教育セン

ター利用生徒が５０万人に達したことを記念し、更なる理解と協力を深め「都

市と山村の共栄の道をひらくため」に、昭和５９年６月４日に名古屋市と稲武

町が「ふるさと協定」を締結した。 

・同様に、名古屋市が中津川市に開設した名古屋市中津川野外教育センター利用

児童が５０万人を超えたことをきっかけに、名古屋市・中津川市・稲武町が「ふ

れあい協定」を締結した。内容は、「稲武町・名古屋市・中津川市は、野外教育

を通じて結ばれたきずなをさらに強め、三市町の友好親善と相互理解を深める」

もので、先の「ふるさと協定」をさらに発展させ、相互交流を深めることを目

的とした。 

・現在、豊田市・名古屋市・中津川市による協定として引き継がれ各種の交流事

業が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとふれあいウォーキング歩かまい稲武    名古屋市中学生とのふれあい交流植樹体験 

 

（２）参 考 

ア 名古屋市稲武野外教育センター（稲武町） 

 宿泊棟   ３棟（740人収容）、 

 多目的ホール（ドーム型）   1,722㎡、 

 キャンプ場   ３か所、テント98張 

 ※平成１７年度に、利用生徒が100万人を突破 

イ 名古屋市野外学習センター（富永町） 

  陸上競技場  400ｍ６コース（サッカー・ラグビー併用）、野球場  ２面、 

  体育館  アリーナ面積1,200㎡、テニスコート  １２面、宿泊棟  ７棟、 

  キャンプ場  テント３２張、食堂棟  最大500人 
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１５ 財産区 
 

（１）経 緯 

・明治２２年以前には１３の村があり、地方行政整備により稲橋村・武節村の２

村に、昭和１５年５月１０日に稲武町となった。財産区は、地方行政整備以前

の１３の村名をそのまま引継ぎ、現在の財産区名となっている。 

 

（２）管 理 

・財産区の管理者は「豊田市長」であり、１２財産区が議会制、１財産区が総会

制をとり、各財産区の予算・決算・業務内容は各財産区議会（総会）に諮られ

決定する。 

・事務は豊田市稲武支所が行い、会計は会計課が行う。 

 

（３）区 域 

・財産区の区域は稲武地区内の１３の町の区域（旧来の大字区域）が１３財産区

域であるため、各町に住所を有する者は同時に財産区民となる。 

・議会制財産区は、６人（一部令和７年４月２８日から）の区議会議員を選出し、

財産保全管理をしている。 

 

（４）経 費 

・財産保全管理にかかる必要経費は、財産区の会計から歳出される。 

 

（５）財 産 

・財産区有財産の主なものは山林で、稲武地域の山林の約７割が財産区有林とな

っており、山林管理は一部割山制度により区民が管理している。 

 

（６）財産区まちづくり支援交付金 

・平成２３年度から豊田市と財産区が協力してまちづくりを行う体制を整備し、

財産区住民の権利と豊田市の事業の効率的・効果的推進に寄与している。 
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１６ ラリーをいかしたまちづくり 

 

（１）経 緯 

・令和５年の豊田市でのＦＩＡ世界ラリー選手権（ＷＲＣ）ラリージャパンの本

格開催を契機に、モータースポーツを活かしたまちづくりを進め、地域の魅力

発信、観光振興等の地域活性化、関係人口の増加などを目指している。 

・ラリージャパンが令和１０年までの継続開催の決定を契機に、「ラリーをかし 

たまちづくりビジョン」が策定され、全庁一丸となってビジョン達成に向けた

取り組みを推進している。 

 

（２）ＦＩＡ世界ラリー選手権（ＷＲＣ）フォーラムエイト・ラリージャパン2026 

  ○開催日時  令和８年５月２８日（木）～３１日（日） ※稲武SSは5/29 

  ○開催エリア 愛知県内及び岐阜県内 

         愛知県：名古屋市、岡崎市、豊田市 ほか 

         岐阜県：中津川市、恵那市  

  〇イベント  リエゾン応援、AFTER RALLY in INABU(どんぐりの里いなぶ多目的広場） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（リエゾン区間の様子） 

 

（３）第４０回シロキヤラリーin稲武 

  ○開催日時   令和８年１０月１１日（日） 

  ○開催エリア  豊田市稲武地区内ほか 

  ○イベント   リエゾン応援、応援イベント（どんぐりの里いなぶ周辺） 

               

 

 

 

 

 

 

 

（リエゾン区間の沿道の様子）     （交通結節点でのセレモニアルスタートの様子） 
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１７ 稲武地区の養蚕 

 

（１）概要 

稲武地区では、かつて多くの農家が養蚕を営み、地域の暮らしを支えてきた。また、大嘗

祭や伊勢神宮への献糸にも関わるなど、由緒ある養蚕文化を誇る。現在は「いなぶまゆっこ

クラブ」が伝統の継承を担い、「いなぶシルクつながるプロジェクト（旧稲武地区養蚕製糸文化

伝承事業実行委員会）」が次世代の担い手確保に取り組みながら、地域に根ざした養蚕文化

の再生を進めている。 

 

（２）令和２年度から令和６年度までの取組 

令和２年度から令和６年度まで、稲武地区養蚕製糸文化伝承事業実行委員会として、稲

武養蚕の担い手の確保のための検討と事業の実施を行ってきた。 

蚕をテーマにした学びの場「稲武KAIKO 学」では、映画監督・堤幸彦氏の紹介により、世界

的パティシエの辻口博啓氏を講師に迎え、繭からつくられたシルクパウダーを使用した「いな

ぶシルクチョコレート」の開発・試食会を実施するなど、養蚕・製糸文化の普及啓発や、今後

の産業化に向けた可能性を広げる取り組みも行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（いなぶシルクチョコレートの試食会の様子） 

（３）令和７年度からの取組 

 令和７年度からは、名称を「いなぶシルクつながるプロジェクト」に改め、地域住民や、福祉

事業者、企業など多様な人々と連携しながら、養蚕キットを貸し出す「いなぶシルクファンクラ

ブ」を軸にした担い手確保のための事業を中心に進めている。参加者を稲武地区内外から広

く募集し、蚕の飼育体験やワークショップ等を通じて誰もが参加しやすいプロジェクトとして展

開し、いなぶまゆっこクラブと連携した取組を行う事で担い手の確保を行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

（養蚕キットを使った蚕の飼育の様子） 
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⑬ 8月 面ノ木のブナ原生林（稲武町） 

⑥ ７月 桑原棚田のラベンダー（桑原町） 

① ４月 瑞龍寺のシダレザクラ（稲武町） 

茶臼山高原道路 

至 新城 
for Shinshiro 

至 飯田 
for Iida

至 恵那 
for Ena 

至  名古屋 

⑤押川大滝 

武節城址 

夏焼城ヶ山 

①瑞龍寺の 
 しだれ桜 

矢 
作 
川 ③子持ち桂 

名古屋市稲武 
野外教育センター 

夏焼温泉郷 

野入川 

段 
戸 
川 

名古屋市 
野外学習センター 

153 

153 

稲武Ｃ.Ｃ 

大安寺のしだれ桜 

亀の甲石 

黒田ダム 

吟醸工房 

257 

257 

⑬面ノ木原生林 
Inabucho cross

段戸山牧場 for Nagoya 

小 
田 
木 
川 

for Yahagi dam 

至 矢作ダム 

岐阜県 

長野県 

名倉川 

どんぐり工房 

稲武支所 
稲武交流館 

稲武町交差点 

メロディートンネル 

⑨⑩大井平公園 
（風のつり橋） 

道の駅 
「どんぐりの里いなぶ」 

⑧オオキツネノカミソリ 

⑫氷瀑 

②ミズバショウ 

⑪ブルーベリー

⑦タカドヤ湿地 

⑥ラベンダー 

④押山の雲海 

⑨５月 大井平公園のシャクナゲ（稲武町） 

② ４月 ミズバショウ（野入町） 

第３ 稲武地区のみどころ 

⑤ ５月 押川大滝の新緑（押山町・川手町） 

③ ５月 子持ち桂（大野瀬町） 

⑪７月 ブルーベリー（野入町、大野瀬町） 

稲武地区キャラクター 

「グリッピー」 

「いなベリー」 

⑩１１月 大井平公園の紅葉（稲武町） 

④ 10～11月 押山の雲海（押山町） 

⑦１１月 タカドヤ湿地（小田木町） 

⑧８月 オオキツネノカミソリ（稲武町） 

⑫ １２～２月 氷瀑（稲武町） 

⑬ １２～２月 面ノ木の樹氷（稲武町） 


